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2022年度 社会連携研究プロジェクト活動報告書 

 

2023年  4月 14 日 

 

和光大学地域連携研究センター 

センター長 倉方 雅行 殿 

 

       代表者氏名 半田 滋男   

 

 

 

研究プロジェクトの名称【□2022年度新規プロジェクト □（    ）年度からの継続プロジェクト】 

                              ＊上記にチェックしてください＊ 

和光大学と地域社会におけるアート 

 

研究目的 

野外をフィールドとして、主に学生作品を展示することで、地域イベントとしてのアートプロジェクトを

計画・実施し、その方法論の確立と、地域住民及び来訪者の意識にどの程度の変化が確認できるかを定性

的に確認することで、アートと地域が出会う場を考察します。 

プロジェクト所属メンバー （氏名の右の欄に、本学専任教員＝教、共同研究員＝共と記入してください。） 

半田滋男 教 堂前雅史 教     

詫摩昭人 教 小林猛久 教     

倉方雅行 教       

平井宏典 教       

プロジェクトの概要（480字以内）（学内外に向けた分かりやすい表記で記載をお願いします。） 

 

2015年に始まった、サトヤマアートサンポは黒川地域を拠点に6年間続けられた。地域住民の評判も良

く、学生の作品を毎年、田んぼや竹林に展示することが出来ました。学生も日々努力をし、力作を展示し、

学生自身の外界に向けた表現活動を意識させる教育機会にもなってきた。 
そして、2019年からは場所を大学のある岡上地域に移し、2022年度はさらに岡上町内会と営農団地管理組

合、セレサ川崎農業協同組合等の協力も得られ、規模を拡大して開催することができた。大学に密着して

いる岡上を意識したアートプロジェクトを行うことで、より大学・学生・地域住民・行政にも、収穫が得

られるプロジェクトを意図している。 
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研究活動の経過（800字以内）（打ち合わせ、報告、招待講演、調査旅行などの月日、テーマ、報告者、目的地などを記入してく

ださい。） 

 

2022年4月企画作業開始。 5月学生と初回打ち合わせ。以降、学内関係各教員と打ち合わせ。 6月企画書

原案作成開始。各ゼミごとに現地調査開始。 7月作品計画作成継続。8月夏期休暇。 9月作品計画実施案

作成。地権者と打ち合わせ。  印刷物作成・広報活動開始。  10月5日岡上町内会長と打合せ。 作品プラ

ン詳細修正。  作品製作 下旬展示作業・公開へむけて設置作業。  Webページの整備。更新作業。 10月
7日市民館岡上分館長と打合せ。 10月15日地権者と打合せ。11月10-11日作品現場での展示作業。同日サ

イン、看板設置。  11月12日-23日作品公開期間。展示期間中、学生による作品ツアーを2回開催。また、

アンケート調査実施。展覧会終了後、作品撤去作業。  12月 数次にわたって総括のための打合せ。 2023
年1月 連日記録集作成及び報告作成。 2月連日記録集編集作業。 3月1日記録集作成。 

研究成果の概要（1000字以内・写真が複数ある場合は、600～800字程度）（どのような方法で調査、研究を行ない、ど

のような新知見が得られたか。またそれを今後どのように活かすことができるか、など） 

 

活動成果は展示自体によって地域に還元することにある。 

前回までの数回は感染症蔓延の影響もあり展示のエリアは梨子ノ木緑地と大学敷地を中心にお

いていたが、今回は地域全体に、ことに岡上を特徴づける営農団地に拡大し、全11作品を展示し

た。さらに折しも麻生区区制40周年にあたったため、その記念事業の一端にも位置づけられるこ

ととなった。 

展示期間には、従来からお世話になっている地域の住民以外、従来付合いのなかった地権者のか

たがた、作業にいそしむ住民、毎朝決った時刻に散歩する住民、さらに地域外から岡上の風景を

好んで散歩に訪れる人々などと会話を交したりする機会にめぐまれ、さまざまな見解を得ること

ができた。 

また地域連携の会議に参加することで、この地域住民がさまざまな問題を抱えていること、地域

が何を目指しているか、断片的ではあるにはせよ知ることが出来た。 

長期的には地域を回遊的な農業地域にする、後継者不足問題、など。それらに地域の教育機関で

ある本学が、アートと言う視点からいかにかかわってゆくか模索するヒントを得ることができた

。事後には、地域住民から、あるポイントに作品を設置してはどうかというような、助言を得る

こともあった。 

具体的な成果は視覚芸術=視覚によるものであるので、年度末に刊行・配布した記録集に記載さ

れている。記録集は、関係者、関係機関に配布する他、近辺では麻生区市民館岡上分館、本学図

書情報館でも公開している。 
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成果の発表文献（標題、著者名、雑誌名、巻号頁、発行年等） 

（発行年は厳密に2022年4月～2023年3月に刊行されたものだけに限らず若干前後のものも含めてください） 

『麻生区区制40周年記念 サトヤマアートサンポ 2022 記録集』2023 和光大学地域連携研究センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意点とお願い】 
 

 報告書は、地域連携研究センターの「報告集」として発行予定です。学内外へ

配付・公表し、広報媒体としても使わせていただきます。報告集作成時に、校

正をお願いすることになりますが、ご協力お願いします。 

 

 文言は「である」調で、学外の方にも分かりやすい表現でお願いします。 

 

 報告書の他、報告集に掲載可能な写真（複数枚）や図表の提出をお願いします。 

写真等は、ワードに張り付けず、別データでご提出お願いします。 

写真や図表にはキャプションを入れていただくようお願いします。 

 

 報告書の提出期限：2023年4月30日（日）  

提出先：企画室（担当：堀口）  kikaku@wako.ac.jp  

mailto:kikaku@wako.ac.jp

